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【エンジン仕様】 
 エンジンサイクル：エキスパンダーブリード 
 燃焼圧 ：3.4MPa 
 膨張比 ：7.2 
 燃焼室混合比 ：6.8 
 FTP回転数 ：80000rpm 
 OTP回転数 ：27000rpm 
 燃焼室冷却 ：再生冷却溝構造 
 噴射器 ：同軸式 
 ターボポンプ ：2軸式 
 制御バルブ ：電動式 
 点火システム ：副燃焼室スパーク式 

フルタイムアボート
（一故障許容）

到達高度100km以上

24hﾀｰﾝｱﾗｳﾝﾄﾞ運用

垂直離着陸

100回再使用
高信頼化（ロバスト化）

長寿命化

点検・整備容易化

運用計画

高比推力化（作動点設定）

軽量化

スロットリング機能（広域・連続・高応答）

再着火機能

ヘルスモニタリング機能

運用要求
（システム）

必要機能
（エンジン）

○再使用観測ロケット用エンジンの設計 
再使用観測ロケットは、垂直離着陸で、高度約100kmに到達し、最短24時間のターンア
ラウンドで、100回の再使用を目標とした観測ロケットである。従来の使い捨てロケッ
トと違い、この再使用観測ロケットのエンジンには様々な機能が要求されている（図1
参照）。 
再使用観測ロケット用エンジンの設計に際しては、まずこれらの機能を全て満足させる
ことのできる解を求めたうえで、それぞれの機能をバランスよく、諸性能を最大化でき
るように最適設計を行った。 
○エンジン技術実証試験 

表1：エンジン仕様 

これらの機能が設計通り実現できることを実証するために、JAXA角田宇宙センターに
新たに整備したエンジン試験設備においてエンジンシステム燃焼試験を実施した。技術
実証試験は、４期に分けて実施し、設計時に盛り込んだ各種機能が実現できていること
を確認した。 図１：システム要求とエンジン機能 

スロットリング機能（推力制御機能） ヘルスモニタリング機能（故障検知） 

長寿命化（短秒時多数回着火試験） 

長寿命化（損傷度推定） 
試験隊メンバー 

点検整備性（運用性実証） 

高性能/軽量化（到達高度最大化） 

EG1基当たり重量180kg 達成見込み 
 ◎重量推算精度向上を目指して 
  ・技術実証エンジンの製造実績の反映 
  ・断熱材重量の測定 
 ◎更なる軽量化を目指して  
   ・Ni電鋳による外筒基礎データ取得 
   ・センサーなど電気系軽量化 など 

高信頼化（ロバスト性） 

ステップ応答試験、周波数応
答試験を行い、推力制御指示
に対する応答速度についても
設計時想定の速度で応答でき
ていることを確認 
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